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   Ａ６１Ｋ  31/519    (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/5377   (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  471/04     １１７Ｚ
   Ｃ０７Ｄ  471/04     ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｐ   35/00     　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １１１　
   Ａ６１Ｋ   31/519    　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/5377   　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年9月13日(2018.9.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　Ｙは、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、－ＣＦ２－、－（ＣＨ２）－Ｎ（Ｈ）－、－（Ｃ
Ｈ２）－Ｎ（Ｈ）－（Ｃ＝Ｏ）－、－（ＣＨ２）－Ｎ（Ｃ１－Ｃ３アルキル）－（Ｃ＝Ｏ
）－であり；および
　Ｚは、アリール、カルボシクリル、またはヘテロシクリルである、式（Ｉ）の化合物、
またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２】
　ｎが０である、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３】
　ｎが１であり、Ｘがフルオロである、請求項１に記載の化合物、またはその薬学的に許
容可能な塩。
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【請求項４】
　Ｙが－Ｏ－である、請求項１－３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項５】
　Ｙが－Ｓ－である、請求項１－３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項６】
　Ｙが－ＳＯ２である、請求項１－３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項７】
　Ｙが－ＣＦ２－である、請求項１－３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学
的に許容可能な塩。
【請求項８】
　Ｙが－（ＣＨ２）Ｎ（Ｈ）（Ｃ＝Ｏ）－である、請求項１－３のいずれか１項に記載の
化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項９】
　Ｙが－（ＣＨ２）－Ｎ（Ｃ１－Ｃ３アルキル）－である、請求項１－３のいずれか１項
に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０】
　Ｚがアリールである、請求項１－９のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項１１】
　Ｚが、ハロゲン、アルキル、アルコキシ、またはカルボシクリルで随意に置換されたフ
ェニルである、請求項１０に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１２】
　Ｚがカルボシクリルである、請求項１－９のいずれか１項に記載の化合物、またはその
薬学的に許容可能な塩。
【請求項１３】
　Ｚが１，２，３，４－テトラヒドロナフタレニルである、請求項１２に記載の化合物、
またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１４】
　Ｚがヘテロシクリルである、請求項１－９のいずれか１項に記載の化合物、またはその
薬学的に許容可能な塩。
【請求項１５】
　Ｚがクロマニルである、請求項１４に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩
。
【請求項１６】
　式（ＩＩ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化２】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
環Ｂは以下から選択され：
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【化３】

　ＹはＣ１－Ｃ３アルキルであり；
　Ｚは、アリールまたはヘテロアリールである、式（ＩＩ）の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項１７】
　ｎが０である、請求項１６に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１８】
　ｎが１であり、Ｘがフルオロである、請求項１６に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項１９】
　ＹがＣ１アルキルである、請求項１６－１８のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項２０】
　ＹがＣ２アルキルである、請求項１６－１８のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項２１】
　環Ｂが、

【化４】

である、請求項１６－２０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項２２】
　環Ｂが、

【化５】

である、請求項１６－２０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項２３】
　環Ｂが、
【化６】

である、請求項１６－２０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項２４】
　環Ｂが、
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【化７】

である、請求項１６－２０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項２５】
　環Ｂが、

【化８】

である、請求項１６－２０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項２６】
　Ｚがアリールである、請求項１６－２５のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬
学的に許容可能な塩。
【請求項２７】
　Ｚが、アルキル、－（Ｃ＝Ｏ）Ｎ（Ｒａ）２、ヘテロアリール、またはヘテロシクリル
で随意に置換されたフェニルであり；ここで、各Ｒａが、独立して水素またはＣ１－Ｃ３

アルキルである、請求項２６に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項２８】
　Ｚがヘテロアリールである、請求項１６－２５のいずれか１項に記載の化合物、または
その薬学的に許容可能な塩。
【請求項２９】
　Ｚが、

【化９】

である、請求項２８に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３０】
　式（ＩＩＩａ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１０】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　Ｙは、水素またはＣ１－Ｃ３アルキルであり；
Ｚは、ハロゲン、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＮ、アルキル、アルコキシ、アルキルアミノ、
カルボシクリル、アリール、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロシク
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リルアルキル、またはカルボシクリルアルキルであり；およびｍは、０、１、または２で
ある、式（ＩＩＩａ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３１】
　ｎが０である、請求項３０に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３２】
　ｎが１である、請求項３０に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３３】
　Ｘがフルオロである、請求項３２に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項３４】
　Ｙが水素である、請求項３０－３３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項３５】
　ＹがＣ１アルキルである、請求項３０－３３のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項３６】
　ＹがＣ２アルキルである、請求項３０－３３のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項３７】
　ｍが０である、請求項３０－３５のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項３８】
　ｍが１である、請求項３０－３５のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項３９】
　ｍが２である、請求項３０－３５のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項４０】
　Ｚが、ハロゲン、－ＣＮ、アルキル、アルコキシ、カルボシクリル、またはヘテロシク
リルである、請求項３８または３９に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４１】
　Ｚが、フルオロ、クロロ、メチル、メトキシ、またはモルホリニルである、請求項３８
または３９に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４２】
　式（ＩＶ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１１】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　Ｙは、水素またはＣ１－Ｃ３アルキルであり；
Ｚは、ハロゲン、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＮ、アルキル、アルコキシ、アルキルアミノ、
カルボシクリル、アリール、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロシク
リルアルキル、またはカルボシクリルアルキルであり；およびｍは、０、１、または２で
ある、式（ＩＶ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４３】
　ｎが０である、請求項４２に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４４】
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　ｎが１である、請求項４２に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４５】
　Ｘがフルオロである、請求項４４に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項４６】
　Ｙが水素である、請求項４２－４５のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項４７】
　ＹがＣ１アルキルである、請求項４２－４５のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項４８】
　ＹがＣ２アルキルである、請求項４２－４５のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項４９】
　ｍが０である、請求項４２－４８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項５０】
　ｍが１である、請求項４２－４８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項５１】
　ｍが２である、請求項４２－４８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項５２】
　Ｚが、ハロゲン、－ＣＮ、アルキル、アルコキシ、カルボシクリル、またはヘテロシク
リルである、請求項５０または５１に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５３】
　Ｚが、フルオロ、クロロ、メチル、メトキシ、またはモルホリニルである、請求項５０
または５１に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５４】
　式（Ｖ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１２】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　Ｙは、水素またはＣ１－Ｃ３アルキルであり；
Ｚは、ハロゲン、－ＯＨ、－ＮＨ２、－ＣＮ、アルキル、アルコキシ、アルキルアミノ、
カルボシクリル、アリール、ヘテロシクリル、ヘテロアリール、アラルキル、ヘテロシク
リルアルキル、またはカルボシクリルアルキルであり；およびｍは、０、１、または２で
ある、式（Ｖ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５５】
　ｎが０である、請求項５４に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５６】
　ｎが１である、請求項５４に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５７】
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　Ｘがフルオロである、請求項５６に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項５８】
　Ｙが水素である、請求項５４－５７のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的
に許容可能な塩。
【請求項５９】
　ＹがＣ１アルキルである、請求項５４－５７のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項６０】
　ＹがＣ２アルキルである、請求項５４－５７のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項６１】
　ｍが０である、請求項５４－６０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項６２】
　ｍが１である、請求項５４－６０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項６３】
　ｍが２である、請求項５４－６０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項６４】
　Ｚが、ハロゲン、－ＣＮ、アルキル、アルコキシ、カルボシクリル、またはヘテロシク
リルである、請求項６２または６３に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項６５】
　Ｚが、フルオロ、クロロ、メチル、メトキシ、またはモルホリニルである、請求項６２
または６３に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項６６】
　式（ＶＩａ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１３】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　Ｚは、ＮまたはＣ－Ｈであり；
Ｒは、アルキル、アリール、アラルキル、またはカルボシクリルアルキルである、式（Ｖ
Ｉａ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項６７】
　ｎが０である、請求項６６に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項６８】
　ｎが１であり、Ｘがフルオロである、請求項６６に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項６９】
　ＺがＮである、請求項６６－６８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項７０】
　ＺがＣ－Ｈである、請求項６６－６８のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学
的に許容可能な塩。
【請求項７１】
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　Ｒがアラルキルである、請求項６６－７０のいずれか１項に記載の化合物、またはその
薬学的に許容可能な塩。
【請求項７２】
　アラルキルがベンジルである、請求項７１に記載の化合物、またはその薬学的に許容可
能な塩。
【請求項７３】
　Ｒがアルキルである、請求項６６－７０のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬
学的に許容可能な塩。
【請求項７４】
　アルキルがメチルである、請求項７３に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な
塩。
【請求項７５】
　式（ＶＩＩ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１４】

　式中、
Ａ１、Ａ２、およびＡ３は、Ｃ－Ｈ、ＮまたはＮ－Ｒから選択されるが、Ａ１、Ａ２、ま
たはＡ３の少なくとも１つがＣ－Ｈであり、Ａ１、Ａ２、またはＡ３の少なくとも１つが
Ｎ－Ｒであることを前提とし；および
Ｒは、アリール、アラルキル、またはカルボシクリルアルキルである、式（ＶＩＩ）の化
合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項７６】
　以下の式（ＶＩＩａ）－（ＶＩＩｄ）から選択される構造を有する、請求項７５に記載
の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩：

【化１５】
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【請求項７７】
　Ｒがアラルキルである、請求項７５または７６に記載の化合物、またはその薬学的に許
容可能な塩。
【請求項７８】
　アラルキルがベンジルである、請求項７７に記載の化合物、またはその薬学的に許容可
能な塩。
【請求項７９】
　式（ＶＩＩＩ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１６】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　ＹはＣ１－Ｃ３アルキルであり；および
　Ｚはアラルキルである、式（ＶＩＩＩ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項８０】
　ｎが０である、請求項７９に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項８１】
　ｎが１であり、Ｘがフルオロである、請求項７９に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項８２】
　ＹがＣ１アルキルである、請求項７９－８１のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項８３】
　ＹがＣ２アルキルである、請求項７９－８１のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項８４】
　Ｚがベンジルである、請求項７９－８３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬
学的に許容可能な塩。
【請求項８５】
　式（ＩＸ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１７】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
　ＹはＣ１－Ｃ３アルキルであり；および
　Ｚはアラルキルである、式（ＩＸ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項８６】
　ｎが０である、請求項８５に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項８７】
　ｎが１であり、Ｘがフルオロである、請求項８５に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
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【請求項８８】
　ＹがＣ１アルキルである、請求項８５－８７のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項８９】
　ＹがＣ２アルキルである、請求項８５－８７のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項９０】
　Ｚがベンジルである、請求項８５－８９のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬
学的に許容可能な塩。
【請求項９１】
　式（Ｘ）の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩であって、
【化１８】

　式中、
　Ｘはハロゲンであり、ｎは０または１であり；
【化１９】

によって表わされる環Ａは以下から選択され：
【化２０】

Ｒ１は、アルキル、アリール、アラルキル、カルボシクリル、カルボシクリルアルキル、
－（Ｃ＝Ｏ）アリール、または－（ＳＯ２）アリールである、式（Ｘ）の化合物、または
その薬学的に許容可能な塩。
【請求項９２】
　ｎが０である、請求項９１に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項９３】
　ｎが１であり、Ｘがフルオロである、請求項９１に記載の化合物、またはその薬学的に
許容可能な塩。
【請求項９４】
　環Ａが、
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【化２１】

である、請求項９１－９３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項９５】
　環Ａが、

【化２２】

である、請求項９１－９３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項９６】
環Ａが、
【化２３】

である、請求項９１－９３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項９７】
　環Ａが、

【化２４】

である、請求項９１－９３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項９８】
　環Ａが、

【化２５】

である、請求項９１－９３のいずれか１項に記載の化合物、またはその薬学的に許容可能
な塩。
【請求項９９】
　Ｒ１がアルキルである、請求項９１－９８のいずれか１項に記載の化合物、またはその
薬学的に許容可能な塩。
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【請求項１００】
　Ｒ１がアリールである、請求項９１－９８のいずれか１項に記載の化合物、またはその
薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０１】
　アリールが、ハロゲンで随意に置換されたフェニルである、請求項１００に記載の化合
物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０２】
　Ｒ１がアラルキルである、請求項９１－９８のいずれか１項に記載の化合物、またはそ
の薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０３】
　アラルキルが、ハロゲンで随意に置換されたベンジルである、請求項１０２に記載の化
合物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０４】
　Ｒ１がカルボシクリルである、請求項９１－９８のいずれか１項に記載の化合物、また
はその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０５】
　Ｒ１がカルボシクリルアルキルである、請求項９１－９８のいずれか１項に記載の化合
物、またはその薬学的に許容可能な塩。
【請求項１０６】
　以下から選択される、化合物、またはその薬学的に許容可能な塩：
２－［４－（メチル－ピリジン－２－イル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－
ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（１－メチル－１Ｈ－インドール－５－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミ
ジン－４－オール；
２－（１－フェネチル－１Ｈ－インドール－５－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－（１－ベンジル－１Ｈ－インドール－５－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－［４－（メチル－フェニル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－ｄ］ピリミ
ジン－４－オール；
２－［４－（ベンジル－メチル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－ｄ］ピリミ
ジン－４－オール；
２－［３－（メチル－フェニル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－ｄ］ピリミ
ジン－４－オール；
２－（１－ベンジル－１Ｈ－インドール－６－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－［３－（ベンジル－メチル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－ｄ］ピリミ
ジン－４－オール；
２－［３－フルオロ－４－（メチル－フェニル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，
４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（１－ベンジル－１Ｈ－インダゾール－６－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－（２－ベンジル－２Ｈ－インダゾール－６－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－｛４－［メチル（２－フェニルエチル）アミノ］フェノキシ｝ピリジノ［３，４－ｄ
］ピリミジン－４－オール；
２－［２－ベンジル－２Ｈ－インダゾール－５－イルオキシ］ピリジノ［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－（１－ベンジル－１Ｈ－インダゾール－５－イルオキシ）－ピリジノ［３，４－ｄ］
ピリミジン－４－オール；
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２－｛４－［（４－メトキシ－フェニル）－メチル－アミノ］－フェノキシ｝－ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［（３－メトキシ－フェニル）－メチル－アミノ］－フェノキシ｝－ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［メチル－（４－モルホリン－４－イル－フェニル）－アミノ］－フェノキシ
｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［メチル－（３－モルホリン－４－イル－フェニル）－アミノ］－フェノキシ
｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（メチル－ｐ－トリル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；および
２－［４－（メチル－ｍ－トリル－アミノ）－フェノキシ］－ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール。
【請求項１０７】
　以下から選択される、化合物、またはその薬学的に許容可能な塩：
２－（４－｛メチル－［３－（４－メチル－ピペラジン－１－イル）－フェニル］－アミ
ノ｝－フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（４－｛［４－（４－アミノ－ピペリジン－１－イル）－フェニル］－メチル－アミ
ノ｝－フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
Ｎ－［４－（４－ヒドロキシ－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－２－イルオキシ）－フ
ェニル］－Ｎ－メチル－２－フェニル－アセトアミド；
２－［４－（３－フェニル－ピペリジン－１－イル）－フェノキシ］－ピリド［３，４－
ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（２－フェニル－モルホリン－４－イル）－フェノキシ］－ピリド［３，４－
ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［メチル－（５－モルホリン－４－イル－ピリジン－３－イル）－アミノ］－
フェノキシ｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［メチル－（１，２，３，４－テトラヒドロ－ナフタレン－１－イルメチル）
－アミノ］－フェノキシ｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（４－｛［４－（２－メトキシ－１－メチル－エチル）－フェニル］－メチル－アミ
ノ｝－フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
３－（４－｛［４－（４－ヒドロキシ－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－２－イルオキ
シ）－フェニル］－メチル－アミノ｝－フェニル）－ブチロニトリル；
２－（１－シクロペンチル－１Ｈ－インドール－５－イルオキシ）－ピリド［３，４－ｄ
］ピリミジン－４－オール；
２－（１－フェニル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インドール－５－イルオキシ）－ピリド
［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（１－フェニル－１，２，３，４－テトラヒドロ－キノリン－６－イルオキシ）－ピ
リド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［（５－イソプロピル－ピリジン－２－イル）－メチル－アミノ］－フェノキ
シ｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［（４－イソプロピル－３－モルホリン－４－イル－フェニル）－メチル－ア
ミノ］－フェノキシ｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（４－｛［４－（１－メトキシ－エチル）－フェニル］－メチル－アミノ｝－フェノ
キシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（４－｛［４－（２－アミノ－１－メチル－エチル）－フェニル］－メチル－アミノ
｝－フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［（４－｛２－［（２－メトキシ－エチル）－メチル－アミノ］－１－メチル
－エチル｝－フェニル）－メチル－アミノ］－フェノキシ｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－（４－｛［４－（１－シクロプロピル－エチル）－フェニル］－メチル－アミノ｝－
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フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
３－｛［４－（４－ヒドロキシ－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－２－イルオキシ）－
フェニル］－メチル－アミノ｝－ベンゾニトリル；
２－（４－｛メチル－［３－（４－メチル－ピペラジン－１－イルメチル）－フェニル］
－アミノ｝－フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［（４－シクロプロピル－フェニル）－メチル－アミノ］－フェノキシ｝－ピ
リド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［メチル－（５－メチルピリジン－２－イル）アミノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（ジメチルアミノ）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］ピリド［３，
４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
４－［３－［４－（４－ヒドロキシピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－２－イル）オキシ
－Ｎ－メチルアニリノ］フェニル］－１－メチルピペラジン－２－オン；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［３－（ジメチルアミノ）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］ピリド［３，
４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－３－ピロリジン－１－イルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３
，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－４－ピロリジン－１－イルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３
，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［３－（４－アミノピペリジン－１－イル）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［メチル－［（１Ｓ）－１－フェニルエチル］アミノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［メチル－［（１Ｒ）－１－フェニルエチル］アミノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（３－フルオロ－Ｎ，４－ジメチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－
ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（３－フェニルピロリジン－１－イル）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ，４－ジメチル－３－モルホリン－４－イルアニリノ）フェノキシ］ピリ
ド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－３－メチルスルホニルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４
－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－４－メチルスルホニルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４
－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［３－（３－アミノピペリジン－１－イル）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（４－エチル－Ｎ－メチル－３－モルホリン－４－イルアニリノ）フェノキシ
］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－エチル－Ｎ－メチル－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリ
ノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［メチル－（２－モルホリン－４－イルピリジン－４－イル）アミノ］フェノ
キシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イルメチル（メチル）アミノ］フ
ェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（２－メチルプロピル）アニリノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（２－ヒドロキシプロパン－２－イル）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノ
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キシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［３－［２－（ジメチルアミノ）エトキシ］－４－エチル－Ｎ－メチルアニリ
ノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－エチル－３－（２－メトキシエトキシ）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノ
キシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（１－メトキシ－２－メチルプロパン－２－イル）－Ｎ－メチルアニリ
ノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（１－ヒドロキシ－２－メチルプロパン－２－イル）－Ｎ－メチルアニ
リノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－４－プロピルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－［１－（メチルアミノ）プロパン－２－イル］アニリノ］
フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（４－アミノブタン－２－イル）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］
ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－［４－（メチルアミノ）ブタノ－２－イル］アニリノ］フ
ェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（２，２，２－トリフルオロエトキシ）アニリノ］フェノ
キシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（２－メチルプロポキシ）アニリノ］フェノキシ］ピリド
［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（２，２－ジメチルプロポキシ）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］
ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（シクロプロピルメチル）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］ピリド
［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－［（２Ｓ）－ブタノ－２－イル］－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］
ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－［（２Ｒ）－ブタノ－２－イル］－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］
ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－エチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－
オール；
４－［４－（４－ヒドロキシピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－２－イル）オキシ－Ｎ－
メチルアニリノ］ベンゾニトリル；
２－［４－［メチル－（２－メチルインダゾール－５－イル）アミノ］フェノキシ］ピリ
ド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ，３，４－トリメチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－［４－（４－エチル－Ｎ－メチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－４－プロパン－２－イルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，
４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－３－（トリフルオロメチル）アニリノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（トリフルオロメチル）アニリノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－３－（４－メチル－１，４－ジアゼパン－１－イル）アニリノ
］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－３－［メチル－（１－メチルピペリジン－４－イル）アミノ］
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アニリノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ，３－ジメチル－５－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］フ
ェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［１－（オキサン－４－イル）インドール－５－イル］オキシピリド［３，４－ｄ］
ピリミジン－４－オール
２－［４－（４－ｔｅｒｔ－ブチル－Ｎ－メチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４
－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－３－プロパン－２－イルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，
４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（４－クロロ－Ｎ－メチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－［４－（３－クロロ－Ｎ－メチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリ
ミジン－４－オール；
２－［４－（３－フルオロ－Ｎ－メチルアニリノ）フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－［４－［（５－エチルピリジン－２－イル）－メチルアミノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（３，６－ジヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）－Ｎ－メチルアニリノ
］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（オキサン－４－イル）アニリノ］フェノキシ］ピリド［
３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－［１－（２－メトキシエチルアミノ）プロパン－２－イル］－Ｎ－メチ
ルアニリノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［４－（シクロプロピルメトキシ）－Ｎ－メチルアニリノ］フェノキシ］ピリ
ド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－（２－メトキシエチル）－４－プロパン－２－イルアニリノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（１－フェニルインドール－５－イル）オキシピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４
－オール；
２－（１－ピペリジン－４－イルインドール－５－イル）オキシピリド［３，４－ｄ］ピ
リミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ，４－ジメチル－３－（４－メチルピペラジン－１－イル）アニリノ］フ
ェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（２，２，２－トリフルオロエチル）アニリノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－［１－（トリフルオロメチル）シクロプロピル］アニリノ
］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（１，１，１－トリフルオロプロパン－２－イル）アニリ
ノ］フェノキシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［メチル－（６－プロパン－２－イルピリジン－３－イル）アミノ］フェノキ
シ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－メチル－４－（トリフルオロメトキシ）アニリノ］フェノキシ］ピリド
［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－メチル－４－プロパン－２－イルオキシアニリノ）フェノキシ］ピリド
［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－［Ｎ－（オキソラン－３－イル）－４－プロパン－２－イルアニリノ］フェノ
キシ］ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－［４－（Ｎ－シクロブチル－４－プロパン－２－イルアニリノ）フェノキシ］ピリド
［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－｛４－［（４－イソプロピル－フェニル）－（２，２，２－トリフルオロ－エチル）
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－アミノ］－フェノキシ｝－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
２－（４－｛［４－（３－ジメチルアミノ－１－メチル－プロピル）－フェニル］－メチ
ル－アミノ｝－フェノキシ）－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール；
（３，３－ジメチル－２，３－ジヒドロ－ベンゾフラン－６－イル）－メチル－［４－（
４－メチル－ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－２－イルオキシ）－フェニル］－アミン
；
２－（４－（エチル（４－イソプロピルフェニル）アミノ）フェノキシ）ピリド［３，４
－ｄ］ピリミジン－４－オール；および
２－（４－（（４－イソプロピルフェニル）（テトラヒドロ－２Ｈ－ピラン－４－イル）
アミノ）フェノキシ）ピリド［３，４－ｄ］ピリミジン－４－オール。
【請求項１０８】
　請求項１乃至１０７のいずれか１項の化合物、またはその薬学的に許容可能な塩、およ
び少なくとも１つの薬学的に許容可能な賦形剤を含む、医薬組成物。
【請求項１０９】
　ヒストンデメチラーゼ酵素を阻害するための薬物の製造における、請求項１乃至１０７
のいずれか１項の化合物の使用。
【請求項１１０】
　被験体の癌を処置するための薬物の製造における、請求項１乃至１０７のいずれか１項
の化合物またはその薬学的に許容可能な塩を含む組成物の使用。
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